
2021年（令和３年）７月号 4特集かごしま市民のひろば

　夏休みにどんな自由研究をしたいか、考え始めていますか。
自由研究のヒントになる講座やイベントを紹介します。
※応募要領は20面をご覧ください

夏
休
み
消
費
生
活
親
子
一
日
教
室　
託

①
親
子
で
食
育
教
室
〜
発
見
！
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
ひ
み
つ

 

日
　
時  

７
月
30
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時

②
親
子
マ
ネ
ー
教
室
〜
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

 

日
　
時  

８
月
５
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

①
②
共
通

 

対
　
象  

市
内
に
住
む
小
学
４
〜
６
年
生
と
保
護
者

 

場
　
所  

か
ご
し
ま
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

 

定
　
員  

各
25
組

 

料
　
金  

無
料

 

申
し
込
み   

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
①
は
７
月
15
日
、
②
は
７
月

21
日（
い
ず
れ
も
必
着
）ま
で
に
〒
892

－

８
６
７
７
山
下
町
11

－

1
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
808
・
７
５
１
２
D
808
・
７
５

０
１
メールsyouhi@

city.kagoshim
a.lg.jp

へ

北
部
清
掃
工
場 

夏
休
み
親
子
見
学
会

 

内
　
容  

施
設
の
見
学
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴

 

対
　
象  

市
内
に
住
む
小
学
生
と
家
族

 

日
　
時   

８
月
３
日（
火
）〜
６
日（
金
）・
17
日（
火
）〜
19
日（
木
）の
10

時
10
分
〜
11
時
40
分
、

 　
　
　

  

８
月
10
日（
火
）〜
13
日（
金
）の

 　
　
　

  

13
時
40
分
〜
15
時
10
分

 

定
　
員  

各
30
人（
先
着
順
）

 

料
　
金  

無
料

 

申
し
込
み  

電
話
で
７
月
14
日
か
ら
北
部
清
掃

  　
　
　

 

工
場
☎
238
・
０
２
１
１

 　
　
　

  

D
238
・
０
２
１
３
へ

維
新
ふ
る
さ
と
館 

銅
像
に
見
る
鹿
児
島
の
歴
史

 

内
　
容  

鹿
児
島
の
銅
像
の
解
説

 

対
　
象  

小
学
５
年
〜
中
学
生（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

 

日
　
時  

７
月
24
日（
土
）９
時
30
分
〜
12
時

 

場
　
所  

か
ご
し
ま
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

 

定
　
員  

60
組

 

料
　
金  

入
館
料（
小
・
中
学
生
150
円
、

　
　
　

   

大
人
300
円
）

 

申
し
込
み   

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
７
月
17
日（
必
着
）ま
で

に
〒
892

－

０
８
４
６
加
治
屋
町
23

－

１
維
新

ふ
る
さ
と
館
☎
239
・
７
７
０
０
D
239
・
７
８

０
０
へ　
※
同
館
HP
か
ら
も
申
し
込
み
可

西
郷
南
洲
顕
彰
館「
夏
休
み
親
子
歴
史
教
室
」

①
西
郷
さ
ん
を
も
っ
と
知
ろ
う

 

日
　
時  

７
月
25
日（
日
）10
時
〜
12
時

②
島
津
斉
彬
公
と
西
郷
南
洲
翁

 

日
　
時  

８
月
８
日（
祝
）10
時
〜
12
時

①
②
共
通

 

対
　
象  

小
・
中
学
生
と
保
護
者

 

定
　
員  

各
15
組（
先
着
順
）

 

料
　
金  

無
料

 

申
し
込
み   

電
話
で
①
は
７
月
23
日
、
②
は
８
月
６
日
ま
で
に
西
郷
南
洲

顕
彰
館
☎
247
・
１
１
０
０
D
247
・
３
３
７
３
へ

親
子
で
学
ぼ
う
！
城
山
周
辺
の
石
の
文
化
と
火
山
の
つ
な
が
り

◇
講
師　
東
川
隆
太
郎
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

 　
　
　

  

か
ご
し
ま
探
検
の
会
代
表
理
事
）

 

対
　
象  

小
・
中
学
生
と
保
護
者

 

日
　
時  

７
月
26
日（
月
）９
時
〜
12
時

◇
集
合
場
所　
照
国
神
社
前

 

定
　
員  

15
組

 

料
　
金  

１
人
100
円（
保
険
料
）

 

申
し
込
み   

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
７
月
16
日
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご

し
ま
探
検
の
会
☎
227
・
５
３
４
３
D
295
・
３
１
３
３
メールinfo

@
tankennokai.com

へ

　
　
　
　
※
県
知
事
登
録
旅
行
業
地
域

－

259
号

◇
担
当
課　
世
界
遺
産
・
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課

①
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
学
ぼ
う

 

内
　
容  

ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
や
現
状
を
学
ぶ
た
め

 　
　
　

  

の
講
座
や
工
作

 

日
　
時  

７
月
22
日（
祝
）10
時
〜
12
時

②
生
物
多
様
性
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
感
じ
て
み
よ
う
、

　
生
き
も
の
と
の
つ
な
が
り
」

 

内
　
容  

人
と
生
き
物
の
つ
な
が
り
を
学
ぶ
体
験
ゲ
ー
ム
や
工
作

 

日
　
時  

７
月
30
日（
金
）13
時
30
分
〜
16
時

③
か
ご
し
ま
水
環
境
ラ
ボ（
研
究
室
）〜
水
の
自
由
研
究
〜

 

内
　
容  

水
環
境
に
関
す
る
講
話
や
水
の
実
験
な
ど

 

日
　
時  

８
月
６
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

①
〜
③
共
通

 

対
　
象  

小
学
生
と
保
護
者

 

場
　
所  

か
ご
し
ま
環
境
未
来
館

 

定
　
員  

①
③
各
40
人
、
②
20
組（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

 

料
　
金  

無
料

 

申
し
込
み   

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
①
は
７
月
19
日
、
③
は
７
月

26
日
、
②
は
７
月
28
日（
い
ず
れ
も
必
着
）ま
で
に
〒
892

－

８

６
７
７
山
下
町
11

－

１
環
境
保
全
課
①
②
☎
216
・
１
２
９

８
D
216
・
１
２
９
２
メールkanho-shizen@

city.kagoshi
m
a.lg.jp

、
③
☎
216
・
１
２
９
７
D
216
・
１
２
９
２
メールkan

ho-hozen@
city.kagoshim

a.lg.jp

へ

親
子
園
芸
教
室

 

内
　
容  

ミ
ニ
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
種
ま
き
や
、

 　
　

 　

 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
体
験

 

対
　
象  

市
内
に
住
む
小
・
中
学
生
と
保
護
者

 

日
　
時  

７
月
24
日（
土
）９
時
30
分
〜
11
時

 

場
　
所  

都
市
農
業
セ
ン
タ
ー

 

定
　
員  

15
組

 

料
　
金  

無
料

 

申
し
込
み   

往
復
は
が
き（
１
組
１
枚
）で
７
月
13
日（
必
着
）ま
で
に
〒
891

－

１
２
０
５
犬
迫
町
４
７
０
５
都
市
農
業
セ
ン
タ
ー
☎
238
・

２
６
６
６
D
238
・
２
６
８
２
へ

ぼ
く
も
！
わ
た
し
も
！
１
日
舞
台
ス
タ
ッ
フ
！

 

内
　
容  

ひ
な
壇
の
設
置
や
音
響
・
照
明
器
具
の
操

 　
　
　

  

作
な
ど
、
舞
台
の
仕
事
を
学
ぶ
講
座

 

対
　
象  

小
学
４
〜
６
年
生

 

日
　
時  

８
月
９
日（
振
休
）10
時
〜
12
時
、

  
 
 

  

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

 

場
　
所  

川
商
ホ
ー
ル（
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

 

定
　
員  

各
15
人

 

料
　
金  

無
料

 

申
し
込
み  

７
月
13
日
〜
24
日
に
同
ホ
ー
ル
HP
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
へ

 

問
い
合
わ
せ  

川
商
ホ
ー
ル
☎
257
・
８
１
１
１
D
251
・
４
０
５
３

暮
ら
し
の
中
で
気
に
な
る
こ
と
を
学
ぼ
う

施
設
を
見
学
し
て
み
よ
う

歴
史
や
文
化
を
学
ぼ
う

生
き
物
や
環
境
を
学
ぼ
う

体
験
し
て
み
よ
う

ホームページ

ホームページ

どこ行く？何
する？

夏休みの自由研究
動物ふぁいる No.61
生き物ずかん

平川動物公園
ルリカケス

【平川動物公園☎261-2326D261-2328】

かごしまフォロワー
かごフォロ

唐湊山の手町内会会長
金子 陽飛 さん

【広報課☎216-1133D216-1134】

学芸員オススメ！No.78
市立美術館の逸品 ラファエル・コラン『婦人像』

【市立美術館☎224-3400D224-3409】

ひろばサポーターがゆく 旧鹿児島紡績所
技師館（異人館）

【文化財課☎227-1940D222-8796】

　奄美大島や加
か
計
け
呂
ろ
麻
ま
島
じま
、請
うけ
島
じま
に生息するルリカケスは、その名

にあるように、瑠璃色の美しい体が特徴です。その美しい羽を狙っ
た乱獲や生息地の森林の伐採で、一時は生息数が減少しました
が、近年は安定しています。美しい姿に反して「ギャーギャー」と
カラスのように鳴き、仲間とコミュニケーションをとります。国の
天然記念物であり、鹿児島県の鳥にも指定されています。
　ルリカケスの生息地を含む、「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び
西
いりおもてじま
表島」が世界自然遺産に登録される見通しです。島々の豊かな自
然の中で暮らすルリカケスを実際
に見ることができる園はごくわず
かで、現在当園では「かごしまの
動物ゾーン」で２羽飼育していま
す。世界から注目される美しい姿
を、ぜひ観察してみてください。

　コランは19世紀後半のフランスで
活躍し、優美な女性像を得意としま
した。屋外を舞台に光あふれる人物
画を描き、外光派と呼ばれます。19
世紀は近代化が進む一方で自然への
憧れが高まり、チューブ入り絵の具
の登場によって屋外制作も可能にな
りました。
　本作はコランに師事した黒田清輝
の旧蔵品です。黒田の回想によると、
描かれた場所はコランの別荘の庭園
であったようです。練習作のため大
まかな筆遣いで素早く描かれ、その
場の光や風を感じさせます。女性が
身にまとう袖の膨らんだ白いドレス
と麦わら帽子の組み合わせは19世紀
末に流行した装いで、印象派の作品にも描かれています。コラン
は印象派の感覚的な色彩表現などは取り入れませんでしたが、同
時代を生きた画家らしく自然や装いへ関心を向けました。
　黒田が帰国後、日本の外光派として清新な作風を伝え、洋画界
に新風を吹き込んだことから、コランは日本の洋画界にも大きな
影響を与えたといえます。
※７月18日（日）まで開催される小企画展「描かれた装い」で展示していま

す

黒田清輝の師匠が描いた作品

さらに魅力的になった「異人館」

2021年（令和３年）７月号トピックス5 かごしま市民のひろばかごしま市民のひろば

　レトロな外観が目を引く「旧鹿児島紡績所技師
館」、通称「異人館」。日本の近代化と深い関わり
のある貴重な建物です。その異人館の周辺が新た
に整備されたということで、磯地区まで足を伸ばしてみました。

　駐車場に車を停めて、まず目に入
ってきたのが新しい「休憩・展望所」。
館内はエアコン完備で、暑い夏の日
も快適そうです。建物の上は国道沿
いのバス停に面した展望スペース

になっていて、異人館と桜島のツーショットを一望できます。
　敷地内で目を引くのは、鮮やか
な芝生に囲まれた「綿花スペー
ス」。鹿児島紡績所で使われていた
綿を栽培することで、異人館が、綿
花から糸を作る紡績に関係する建
物だと理解してもらうのが狙いだそう。ちなみに綿の花が咲くの
は夏ごろで、秋にはフワフワの綿ができるそうですよ。

　他にも21時までの建物のライト
アップ、四季折々の花や鹿児島ら
しい樹木を楽しめる植栽、イベント
にも活用できる広場など、新しく整
備された異人館には魅力がいっぱ
い！　まだ訪れたことのない人は

もちろん、前に行ったことがあるという人も、新しくなった異人
館をぜひその目で見てみてくださいね。

ひろばサポーター
中村

　父の「町内会長やってみたら」という何気
ない言葉をきっかけに、自分が町内会に関わ
ることへの前向きな気持ちとやりたいことが
イメージできたので、昨年４月、高校３年生
のときに町内会長になりました。
　町内会長になって、まず住民や地域のことを知りたいと思い、
１軒１軒ご挨拶に行ったことがとても印象に残っています。コ
ロナ下の１年でしたが、新年会では恒例の歌に代え、子どもた
ちの自己紹介動画を放映し、それぞれを知る機会になりました。
　また、敬老の日には、子どもたちと「感謝」の気持ちを込め
たメッセージカードを作り、一緒にお祝いを配るなど、役員会
の中で話し合いを重ねながら取り組みを進められたことで、自
分自身がとても成長できた１年になりました。
　これからも、地域の歴史を受け継ぎつつ、皆さんには、得意
なことややりがいを感じることを通して町内会に関わってほし
いと思っています。それをパズルのように組み合わせ、一人一人
が活躍できる、ワクワクする町内会をつくっていき
たいです。
（インタビューの詳細は広報課フェイスブックなどでチェックを）

　今月は、昨年、全国初の高校
生の町内会長となり、今年で２
年目を迎えた金子陽飛さんにお
話を伺いました。


